
迷わず行けよ 行けばわかるさ
松山君入所の激励会開催

ＪＲ東海労の松山文成さんが運転士を目指し1

2月に研修センターに入所します。

ＪＲ東海に入社し名古屋駅では会社の上司から

疎外され、本来親身になって相談に乗り励まさ無

くてはならないはずのユニオン役員からは突き放

され、職場で孤立を余儀なくされていました。そ

して、退職まで考えていました。そこまで追い込

まれてもユニオンは助けの手を差し伸べようとは

しませんでした。一人の前途ある若者の未来を台無しにするところでした。

しかし、彼は自らの手で進むべき道を切り開いたのでした。彼自身の力があったので

ここまできたのでした。私たち東海労は彼を仲間として迎え入れ、労働組合として当た

り前に彼を守るべき取り組みを進めてきました。それは組織の力となり、また、彼の成

長をも促す結果にもなりました。

がんばれよ！何も心配しなくていいぞ！

１２月１４日激励会を開催し、入所を控えた松山さんを労い

ました。丹羽副委員長から「仲間は全国にいる､安心して頑張

って下さい」と激励の言葉が送られました。また神領分会から

遠山分会長も駆け付け「第一歩おめでとう、運転士はリスクの

大きな仕事だけどしっかり学んできて下さい」と激励しました。

松山さんは激励に対して「ここまで来たという思いがある。一人前の運転士になるよ

う頑張ります」と運転士になる決意を述べました。

わたしたちＪＲ東海労は、仲間を守ることを第一とし、あらゆる攻撃を団結力と組織

力で跳ね返す、がんばれ！私たちも共に闘う！

この道を行けばどうなるものか 危ぶむなかれ、危ぶめば道はなし！

踏み出せばその一足が道となり その一足が道となる

迷わず行けよ 行けばわかるさ！

ＪＲ東海労なごや
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ＪＲ東海労名古屋地方本部
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